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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年2月9日(2016.2.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　一つの例示的な実施形態において、順方向走査データ７１２と反転逆方向走査データ７
１６との間の時間差が計算されてもよい。時間差は、順方向走査データ７１２と反転逆方
向走査データ７１６との間の相互相関関数の最大値を見つけることにより計算されてもよ
い。一つの例示的な実施形態において、相互相関関数が計算される範囲は、ウィンドウＴ
４とＴ６に限定される。そのような例示的な実施形態において、ウィンドウＴ４とＴ６は
、オフセットや変換なしに、正弦波曲線の順方向走査部分と逆方向走査部分のそれぞれ半
分の中心に並べられる。
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